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L緒 言 近年、石油 を原料 とするプラスチ ックフィルムが包装材料の分野で主流を占めている中、天然

材料であるセロハ ンは環境に優 しく、透明性や柔軟性などの特徴を備えたフィルムとして現在において

も重要な包装材料の一つとしてその地位を占めている。 しか し、強度が低 く、耐水性 に劣ることか ら、

新たな用途へ展開するにあたって克服 しなければな らない問題点が多い。そこで、セロハンを基材 と し

て、その表面にガラス質の薄膜をコーテ ィング し、さまざまな特性を持たせ、これら欠点を克服するこ

とを目的 とした。本研究では、これを新規材料 として確立するために、初期物性 の測定、光や熱の環境

下における安定性の解析 ・評価を試みた。

幽 験 セロハンは厚さ20μmの 単層品を用い、コーテ

ィング液は主原料 としてメチル トリメ トキシシランのオ リゴマ

ー、これに反応促進剤のチタン(IV)テトラブ トキシ ド、溶剤の

イソプロピルアル コールを加え撹絆 し、得 られた液をロールコ

ーターを用いて両面コーテ ィング したものを試料 として用いた。

また、安定性を調べ るため、70℃、130℃ の加熱による促進熱劣

化と、殺菌灯を用いた紫外線照射による促進光劣化 を行い、解

析 を行った。

趨 藍察 シロキサンコーティングして もセロハ ンの透明

性は損なわれず、外観の変化も見られず、熱による黄変の度合

いも抑えられることが分かった。一方、セロハ ンの接触角測定

を行った結果、セロハ ンはほとんど擾水性 がないが、シロキサ

ンコーテ ィングしたセロハ ンは接触角が飛躍的に増加 し、擾水
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Fig.lMethyltrimethoxysilane(Oligomer).
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Fig.2Titanium(IV)tetrabutoxide.

性が向上 した(Fig.3,4)。 また、加熱や紫外線照射 しても棲水性などを保持 してお り、これ らの環境下に

おいて安定であることが明 らかとなった。これらの結果から、シロキサンコ0テ ィング したセ ロハ ンは、

本来有する透明性等の特徴を保持 しなが ら、擾水性等を有 し、熱 ・光に安定であることが確認された。
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Fig.3Changesinthecontactangle

withthermaldegradationtimeat70°C.
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Fig4.Changesinthecontactangle
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